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序文にかえて 
 皆さんは、「ひとり暮らし高齢者」と聞くと、どのようなことを連想しますか。





 中央区社会福祉協議会は、平成 19 年 4 月から新潟市の政令市への移行と同時に設立
されました。
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平成 23年 3 月 
新潟市中央区社会福祉協議会 
会 長  圓 山  孝 
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項目 調査対象／実施期間 有効回答数 調査方法 
第１次 
調 査 
平成 21 年 9 月現在、民生委員が把
握している満 65 歳以上のひとり暮ら
し高齢者 4,038 名のうち 1,346 名

























  百分率（％）は、原則として小数第 2位を四捨五入し、小数第 1位までを表示し
ているため、比率の合計が 100％を前後する場合がある。 
⑵ 複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100％を超える。
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が流れている（下図参照）。中央区の面積は（国土地理院）、37.42 平方 km で、新潟
市全体（726.10 平方 km）の 5.15％の大きさである。
 平成 23 年 1 月末現在の「住民基本台帳」によると、新潟市中央区の人口は 173,373
人、世帯数 80,223 世帯であった。中央区は市内 8区の中で最も多い人口を有していて、
新潟市の人口の 21.6％を占めている。人口数はここ数年ほぼ横ばいで、平成 19 年から
の増加数は 2,196 人であった。なお、新潟市全体では、同期間で 1,463 人の増加にとど
まっている。年齢構成については、住民基本台帳（各年 1 月末時点／平成 19 年のみ 3
月末）によると、0～14 歳 12％、15 歳～64 歳 65％、65 歳以上 23％で、大きな変化は
見られていない（図 2-1）。 
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14,421 100.0 38,887 100.0 154,437 100.0 381,485 100.0
7 0.0 96 0.2 86 0.1 1,311 0.3
農 業 4 0.0 93 0.2 15 0.0 1,240 0.3
林 業 1 0.0 1 0.0 5 0.0 5 0.0
漁 業 2 0.0 2 0.0 66 0.0 66 0.0
1,336 9.3 6,730 17.3 16,465 10.7 82,849 21.7
鉱 業 2 0.0 15 0.0 110 0.1 312 0.1
建 設 業 941 6.5 4,358 11.2 12,474 8.1 37,518 9.8
製 造 業 393 2.7 2,357 6.1 3,881 2.5 45,019 11.8
12,786 88.7 30,931 79.5 122,843 79.5 268,329 70.3
電気・ガス・熱供給・水
道 業 10 0.1 30 0.1 1,027 0.7 1,327 0.3
情 報 通 信 業 282 2.0 357 0.9 7,381 4.8 8,575 2.2
運 輸 業 181 1.3 815 2.1 6,172 4.0 21,332 5.6
卸 売 ・ 小 売 業 4,279 29.7 11,293 29.0 33,281 21.5 87,353 22.9
金 融 ・ 保 険 業 337 2.3 603 1.6 7,779 5.0 10,430 2.7
不 動 産 業 832 5.8 1,533 3.9 2,993 1.9 4,534 1.2
飲 食 店 ， 宿 泊 業 2,446 17.0 4,555 11.7 15,757 10.2 27,717 7.3
医 療 ， 福 祉 702 4.9 2,120 5.5 9,509 6.2 31,958 8.4
教 育 ， 学 習 支 援 業 449 3.1 1,353 3.5 5,910 3.8 12,579 3.3
複 合 サ ー ビ ス 事 業 100 0.7 296 0.8 1,083 0.7 3,864 1.0
サービス業（他に分類
さ れ な い も の ） 3,168 22.0 7,976 20.5 31,951 20.7 58,660 15.4




第 １ 次 産 業
第 ２ 次 産 業






 新潟市中央区の事業所数は（「平成 18 年事業所・企業統計調査」）、新潟市全体と
比べると、第 2 次産業の比率が 9.3％（新潟市 17.3％）と低く、第 3 次産業は 88.7％
（79.5％）と高い。その中で卸売・小売業は 29.7％で市とほぼ同じ比率（29.0％）を
占めているが、建設業、製造業は低く、飲食店・宿泊業が高い。そのため、従事者も第
2次産業では 10.7％（21.7％）と低く、第 3次産業が 79.5％（70.3％）となっている。
なお、「平成 19 年商業統計調査結果」によると、卸売・小売業の年間販売額の 46.8％
（1兆 6703 億円）を中央区が占めている。
 
C M Y K
04本文ｐ02-05.dsz Mon Mar 14 13:41:12 2011
－ 4－
「平成 20 年住宅・土地統計調査」によると、新潟市中央区の住宅総数は 95,440 戸、





なお、中央区は新潟市の共同住宅総数の 45.9％、「6 階建以上」では 82.5％を占め
ている。また、公営の借家は 630 戸で、「居住世帯のある住宅」76,900 戸の 0.8％と小




ここでは、調査企画時点における「住民基本台帳」のデータ（平成 21年 9 月末時点）
をもとに、高齢者の状況をみていく。新潟市中央区の人口は 173,004 人、世帯数 79,405
世帯であった。65 歳以上の人口は 39,026 人で、高齢化率は 22.6％であった。新潟市全
体の高齢化率は 22.8％でほぼ変わりなかった（全国 22.7％）。平成 19年 3 月末時点の
データでは、中央区の高齢化率が 21.4％、新潟市が 21.5％で、2 年間で高齢化率がそ
れぞれ 1ポイント程度増加した。
次に、この住民基本台帳（平成 21 年 9 月末時点）に基づき、実質ひとり暮らし高齢
者の出現率をみていく。出現率は、（ひとり暮らし高齢者世帯）÷（高齢者のいる世帯
数）で算出した。それによると中央区ではひとり暮らし高齢者の出現率が 35.8％であ
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った（表 2-2）。これは東区 28.6％、西区 27.2％を遥かに上回る大きさであり、中央
区のひとり暮らし高齢者比率の大きさが示される。











新潟市 26.1 22.8 
北区 20.4 21.9 
東区 28.6 22.0 
中央区 35.8 22.6 
江南区 23.0 22.2 
秋葉区 20.8 25.4 
南区 15.4 22.6 
西区 27.2 22.7 
西蒲区 17.2 24.9 
（資料）「住民基本台帳」より作成。 
表2-3　世帯構成別性別の65歳以上のいる世帯の割合
性別 旧新潟市 新潟県 全国 旧新潟市 新潟県 全国
総数 世帯数 17,647 53,138 3,864,778 132,838 497,123 20,429,508
男 世帯数 4,342 12,814 1,051,207 59,382 217,709 9,442,543
％ 24.6 24.1 27.2 44.7 43.8 46.2
女 世帯数 13,305 40,324 2,813,571 73,456 279,414 10,986,965




 さらに、65 歳以上人口の男女比をみると、男性 15,771 人（40.4％）、女性 23,225
人（59.5％）で、女性の比率が 10％ほど高い。これをひとり暮らし高齢者でみていく
と、同様の数値で比較はできないが、旧新潟市（平成 17 年国勢調査）では、男性 4,342
人（24.6％）、女性 13,305 人（75.4％）であった（表 2-3）。
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※平成 22年 10 月現在




歳以上 85 歳未満」が 25.0％
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満」が 20.1％、「60 年以上」が 40.5％

















表１ 市内居住年数   
市内居住年数 実数 ％ 
5 年未満 6 0.5% 
5 年以上 10 年未満 13 1.1% 
10 年以上 20 年未満 44 3.8% 
20 年以上 30 年未満 62 5.3% 
30 年以上 40 年未満 109 9.4% 
40 年以上 50 年未満 159 13.7% 
50 年以上 60 年未満 233 20.1% 
60 年以上 469 40.5% 
無回答 64 5.5% 
合計 1159 100% 
表２ ひとり暮らし年数分類
ひとり暮らし年数分類 実数 ％ 
5 年未満 209 18.0% 
5 年以上 10 年未満 251 21.7% 
10 年以上 15 年未満 207 17.9% 
15 年以上 20 年未満 134 11.6% 
20 年以上 30 年未満 180 15.5% 
30 年以上 40 年未満 85 7.3% 
40 年以上 50 年未満 46 4.0% 
50 年以上 19 1.6% 
無回答 28 2.4% 
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年間収入 150 万円未満が全体の 31.1％を占め
た。さらに 200 万円未満を合計すると 53.4％と
全体の半数強を占めている。
年間収入を 4つに区分し、男女別でみたものが
表 4である。男性は、「150 万円以下」が 23.2％、
「150 万円以上 200 万円未満」が 20.0％、「200
万円以上 400 万円未満」が 47.7％、「400 万円以
上」が 9.1％であった。
一方、女性は、「150 万円以下」が 36.6％、「150
万円以上 200 万円未満」が 25.1％といずれも男
性より高い割合を占め、また「200 万円以上 400 万円未満」（35.4％）と「400 万円以上」
（2.9％）はいずれも男性よりその割合が低かった。女性の方が収入の少ない層が多い。 
表３ 年間収入 
年間収入 実数 ％ 
49 万円以下 37 3.2% 
50～99 万円 116 10.0% 
100～149 万円 208 17.9% 
150～199 万円 258 22.3% 
200～399 万円 402 34.7% 
400～699 万円 39 3.4% 
700～999 万円 4 0.3% 
1000 万円以上 1 0.1% 
無回答 94 8.1% 
合計 1159 100% 
表４ 年間収入（４区分）×性別         ＊無回答は欠損値として集計  
  性別 
  男性 女性 
年間収入（４区分） 実数 ％ 実数 ％ 
150 万円未満 51 23.2% 307 36.6% 
150 万円以上 200 万円未満 44 20.0% 210 25.1% 
200 万円以上 400 万円未満 105 47.7% 297 35.4% 
400 万円以上 20 9.1% 24 2.9% 
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54.3％、「時々話をする」人が 35.8％、「ほとんど話をしない」人が 10.0％であった。 
 
表５ 外出先での会話の程度×性別
  性別 
  男性 女性 
外出先での会話の程度 実数 ％ 実数 ％ 
たいがい話をする 71 32.0% 469 54.3% 
時々話をする 91 41.0% 309 35.8% 
ほとんど話をしない 60 27.0% 86 10.0% 
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学習の会 93 8.0% 
スポーツ 115 9.9% 




その他 135 11.6% 
参加していない 489 42.2% 
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  性別 
男性 女性 
親しい友人知人の有無 
実数 ％ 実数 ％ 
いる 170 75.6% 820 92.1% 
いない 55 24.4% 70 7.9% 




もっとも行き来する親族／種類 実数 ％ 
子ども（その配偶者、孫を含む） 570 49.2% 
親 5 0.4% 
兄弟・姉妹 292 25.2% 
親戚 105 9.1% 
その他 61 5.3% 
誰ともほとんど行き来がない 75 6.5% 
無回答 51 4.4% 
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  性別 
男性 女性 
近所付合いの程度 
実数 ％ 実数 ％ 
お互いの家を訪ね合う関係 35 15.7% 359 40.5% 
会った時に立ち話をするくらい 86 38.6% 385 43.5% 
あいさつをかわす程度 91 40.8% 134 15.1% 
まったくない 11 4.9% 8 0.9% 











































C M Y K







  緊急時の支援者の有無 
  いる いない 
近所づきあいの程度 実数 ％ 実数 ％ 
お互いの家を訪ね合う関係 380 37.9% 12 12.9% 
会った時に立ち話をするくらい 429 42.8% 35 37.6% 
あいさつをかわす程度 182 18.1% 38 40.9% 
まったくない 12 1.2% 8 8.6% 


















の有無 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 
いる 304 86.4% 240 94.1% 376 94.5% 41 93.2% 
いない 48 13.6% 15 5.9% 22 5.5% 3 6.8% 
合 計 352 100% 255 100% 398 100% 44 100% 
＊無回答は欠損値として集計 
－ 13 －
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表 12 緊急時の支援者／種類 
緊急時の支援者／種類 実数 ％ 
子ども（その配偶者、孫を含む） 570 55.7% 
兄弟・姉妹 211 20.6% 
親戚 77 7.5% 
近所の人 85 8.3% 
友人・知人 53 5.2% 
その他 14 1.4% 
無回答 13 1.3% 
合計 1023 100% 
表 13 正月三が日に過ごした相手（複数回答)
正月三が日に過ごした相手（n=1159） 実数 ％ 
子ども(その配偶者、孫を含む) 626 54.0% 
兄弟・姉妹 117 10.1% 
親戚 71 6.1% 
近所の人 32 2.8% 
友人・知人 61 5.3% 
ひとりで過ごした 355 30.6% 
その他 21 1.8% 
無回答 29 2.5% 
－ 14 －
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表 14 正月三が日に過ごした相手×緊急時の支援者の有無    
  緊急時の支援者の有無 
いる（n=1015） いない（n=94） 
正月三が日に過ごした相手（複数回答） 
実数 ％ 実数 ％ 
子ども（その配偶者、孫を含む） 599 59.0% 19 20.2% 
兄弟・姉妹 114 11.2% 2 2.1% 
親戚 68 6.7% 3 3.2% 
近所の人 31 3.1% 1 1.1% 
友人・知人 55 5.4% 5 5.3% 
ひとりで過ごした 280 27.6% 64 68.1% 
その他 17 1.7% 4 4.3% 
－ 15 －
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（n=1159） 実数 ％ 
近所に銭湯がない 74 6.4% 
近所に外食する店がない 112 9.7% 
そばや寿司など店屋物をとる店がない 138 11.9% 
近所に買い物する店がない 242 20.9% 
仲間・友人などと集まる場所がない 68 5.9% 
訪問販売員が多い 48 4.1% 
防犯上の不安がある 133 11.5% 
近隣との関係 56 4.8% 
地震などの防災対策 206 17.8% 
特に困っていることはない 500 43.1% 
その他 44 3.8% 
無回答 78 6.7% 
表ａ 【港区】居住地域の困りごと（複数回答）
地域の困りごと（n=964） 実数 ％ 
近所に銭湯がない 63 6.5% 
近所に外食する店がない 34 3.5% 
そばや寿司など店屋物をとる店がない 44 4.6% 
近所に買い物する店がない 120 12.4% 
仲間・友人などと集まる場所がない 31 3.2% 
訪問販売員が多い 52 5.4% 
防犯上の不安がある 175 18.2% 
近所に洗濯する場所がない 12 1.2% 
近所に散歩する場所がない 18 1.9% 
特に困っていることはない 455 47.2% 
その他 101 10.5% 
無回答 85 8.8% 
出典:｢港区におけるひとり暮らし高齢者の生活実態と社会的孤
立に関する調査報告書｣ 港区社会福祉協議会、2006 年。 
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実数 ％ 実数 ％ 
近所に銭湯がない 17 7.8% 57 6.6% 
近所に外食する店がない 20 9.2% 91 10.6% 
そばや寿司など店屋物をとる店がない 16 7.3% 120 14.0% 
近所に買い物する店がない 29 13.3% 212 24.7% 
仲間・友人などと集まる場所がない 12 5.5% 55 6.4% 
訪問販売員が多い 11 5.0% 37 4.3% 
防犯上の不安がある 17 7.8% 115 13.4% 
近隣との関係 13 6.0% 42 4.9% 
地震などの防災対策 34 15.6% 171 19.9% 
特に困っていることはない 123 56.4% 375 43.7% 
その他 8 3.7% 36 4.2% 
＊無回答は欠損値として集計 
－ 17 －
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日常生活での困りごと（n=1159） 実数 ％ 
バスや電車、車を使って外出すること 135 11.6% 
買い物 193 16.7% 
掃除・洗濯 101 8.7% 
食事の準備 92 7.9% 
銀行預金などの出し入れ 60 5.2% 
入浴 33 2.8% 
区役所等での手続き 94 8.1% 
通院・薬とり 84 7.2% 
ゴミ出し 89 7.7% 
雪かき 434 37.4% 
特に困っていることはない 462 39.9% 
その他 32 2.8% 
無回答 77 6.6% 




実数 ％ 実数 ％ 
バスや電車、車を使って外出すること 12 5.6% 122 14.1% 
買い物 25 11.7% 167 19.4% 
掃除・洗濯 29 13.6% 72 8.3% 
食事の準備 48 22.5% 44 5.1% 
銀行預金などの出し入れ 6 2.8% 54 6.3% 
入浴 6 2.8% 27 3.1% 
区役所等での手続き 5 2.3% 89 10.3% 
通院・薬とり 10 4.7% 74 8.6% 
ゴミ出し 12 5.6% 77 8.9% 
雪かき 59 27.7% 369 42.8% 
特に困っていることはない 106 49.8% 356 41.3% 
その他 3 1.4% 29 3.4% 
＊無回答は欠損値として集計 
－ 18 －
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（前ページの続き↓）















と回答する人の割合が低くなっている。表 19 は、年齢階層を、「65 歳以上 75 歳未満」
と「75 歳以上」の 2つに分類して、日常生活上の困りごとをみたものである。 
表 19 日常生活での困りごと×年齢階層（２区分）
  年齢階層２区分 




実数 ％ 実数 ％ 
バスや電車、車を使って外出すること 29 9.7% 106 13.7% 
買い物 22 7.4% 169 21.8% 
掃除・洗濯 13 4.4% 88 11.4% 
食事の準備 17 5.7% 75 9.7% 
銀行預金などの出し入れ 6 2.0% 53 6.8% 
入浴 6 2.0% 27 3.5% 
区役所等での手続き 8 2.7% 85 11.0% 
通院・薬とり 12 4.0% 71 9.2% 
ゴミ出し 11 3.7% 77 9.9% 
雪かき 95 31.9% 337 43.5% 
特に困っていることはない 158 53.0% 300 38.7% 
その他 5 1.7% 27 3.5% 
＊無回答は欠損値として集計 
－ 19 －
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（前ページの続き↓）
「バスや電車、車を使って外出すること」を困りごととして挙げた人の割合は、75
歳未満では 9.7％であったが、75 歳以上では 13.7％であった。「買い物」は 65 歳以上
75 歳未満では 7.4％であったが、75 歳以上では 21.8％であった。 
「区役所等の手続き」は 65 歳以上 75 歳未満では 2.7％であったが、75 歳以上では























困りごとを手伝ってもらう人（n=1159） 実数 ％ 
子ども（その配偶者、孫など） 575 49.6% 
兄弟・姉妹 270 23.3% 
親戚 134 11.6% 
近所の人 296 25.5% 
友人・知人 198 17.1% 
民生委員 117 10.1% 
自治会長 33 2.8% 
ホームヘルパー 95 8.2% 
ボランティア 3 0.3% 
役所の人 12 1.0% 
病院の人 5 0.4% 
ケアマネージャー 45 3.9% 
まごころヘルプ 29 2.5% 
手伝ってもらう人がいない 62 5.3% 
その他 37 3.2% 
無回答 75 6.5% 
－ 20 －
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実数 ％ 実数 ％ 
子ども（その配偶者、孫など） 458 56.4% 96 41.2% 
兄弟・姉妹 197 24.3% 60 25.8% 
親戚 110 13.5% 20 8.6% 
近所の人 266 32.8% 20 8.6% 
友人・知人 169 20.8% 26 11.2% 
民生委員 95 11.7% 18 7.7% 
自治会長 28 3.4% 4 1.7% 
ホームヘルパー 66 8.1% 28 12.0% 
ボランティア 2 0.2% 1 0.4% 
役所の人 6 0.7% 4 1.7% 
病院の人 4 0.5% 0 0.0% 
ケアマネージャー 33 4.1% 11 4.7% 
まごころヘルプ 24 3.0% 3 1.3% 
手伝ってもらう人がいない 23 2.8% 37 15.9% 
その他 30 3.7% 6 2.6% 
－ 21 －
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(2)除雪について 
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これら 2 つの指標をもとに、世帯を大きく 4 類型して、それぞれの抱えている課題、
成り立っている条件についてみていくことにする。また、従来の条件に捕らわれないも
の、生活を成り立たせている様々な条件についても、明らかにしたい。
表 23 ２次調査対象者抽出の類型化と抽出ケース数 
近所づきあいの程度 
 あまりしない よくする 
いない 類型１（46）6ケース 類型２（47）9ケース 緊急時の 
支援者 いる 類型３（194）18ケース 類型４（809）16ケース 
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(2) 類型２ 緊急時の支援者「なし」×近所づきあい「よくする」 
類型 1 との類似点は、生存子「いない」が半数以上で、親族とほとんど行き来が
ない人が 3 分の 1 を占め、親族との関係があまり強くないことである。親族と行き
来がある場合でも市外や県外の比率が高く、連絡の頻度も「月に数回」の人が半数
を占めている。
ひとり暮らしのきっかけは「未婚」の人が 3 分の 1 を占め、他と比べると高い。




類型 1 と異なる点は、女性が 3 分の 2 以上を占めていることで、女性比の高さは
類型 4 に次ぐ大きさになっている。近所との関わりは、類型 1 よりも遥かに高い。
このように類型 2 は、女性比率が高いことが特徴である。家族・親族との関わりは
少なさ、低所得層の比率の高さは類型 1と似ていた。 
(3) 類型３ 緊急時の支援者「あり」×近所づきあい「あまりしない」 
類型 1,2 と異なる点は、生存子が「いる」比率が 3 分の 2 と高いことである。緊
急時の支援者としては、子どもが半数、兄弟・姉妹が 3 分の 1 である。困ったこと
があったときに手伝ってもらう人も子どもが半数、兄弟・姉妹が 3 分の 1 を占めて
いる。所得階層は 200 万円以上が半数近くを占め、類型 1,2 と比べると所得が高い
層が多い。その一方で友人・知人が「いない」という回答が 3 分の 1 を占めて、こ
－ 31 －
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れは類型 2よりも高い。
また、「友人・知人」がいる人のなかでは、「趣味の仲間」が 3分の 1、「職場の
人」が 4分の 1であった。行き来する親族については、徒歩圏内と区内を併せると 3
分の 1 以上、市内を含めると 4 分の 3 を超える。親族との連絡の頻度も週に数回以
上が半数以上を占めている。また、居住地域における生活環境で困りごとがないが
半数、日常生活の困りごとについてもないが半数を占めている。類型 3 は、類型 1
に似て男性の比率が高いことも特徴である。 
(4) 類型４ 緊急時の支援者「あり」×近所づきあい「よくしている」 
女性がほとんどを占め、回答者の女性全体でみても類型 4 が 4 分の 3 以上を占め
ている。主観的に健康な人が多く、専業主婦の比率が高い。主な交通手段としては
徒歩よりもバスが多く、タクシーも一定数いる。友人・知人の種類は、近所の人が















・多趣味で積極的な関わりがあるが、「自宅に人が 3 人もやってきたのは 3 年ぶり」。 




C M Y K














要支援 2で、デイサービスを週 2回、ショートステイを月 2回利用している。そのほ
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・何かあったときは町内会長へ。
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(3) 類型３（緊急時の支援者「あり」×近所づきあい「あまりしない」）
・日常的に子どもからの支援があり、近所の人と顔を合わさないが良好の関係。 
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の収入でやりくりしている。お風呂は徒歩 15 分のコミュニティセンターに週 3 回行っ
ている。そこで顔なじみの友人と話をするのが楽しみだが、食事に誘われても外食費が
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後の買い物に不安がある」（73 歳女性）、「ふだんは徒歩 10 分のスーパーに行ってい
る。歩けなくなれば、ヘルパーに買い物を頼まないとならないが、お金がかかるので生






入浴は週に 1回。節約をしている。敬老の祝い金として市から 5,000 円、町内から 2,000
円いただき、涙を流して喜んだ」（78 歳女性）、「会社の倒産によって年金が少なく、




固定資産税についても多く挙げられており、「自分の年金 5 万円と遺族年金 10 万円
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【資料】1次調査調査票質問項目
※M.A.は複数回答を指す
問1 性別・年齢
問2 現住所
問3 現住所の居住年数
問4 旧新潟市における居住年数
問5 居住形態
問6 (1)住宅の困りごとの有無
  (2)住宅の困りごとの内容(M.A.)
問7 ひとりでの居住年数
問8 ひとりで暮らしのきっかけ
問9 主観的な健康状態
問10(1)介助の必要性
  (2)介護保険サービスを利用
問11(1)最長職
  (2)業種
問12(1)配偶者の最長職
  (2)配偶者の業種
問13 現在の仕事
問14(1)食生活
  (2)歯磨き
  (3)入浴
  (4)洗濯
問15 地域・環境について困りごと(M.A.)
問16 日常生活の困りごと(M.A.)
問17 困ったときに手伝ってくれる人(M.A.)
問18  外出の手段
 
問19 車の所有
問20 車の運転
問21(1)ふだんの外出の頻度
  (2)外出の機会の少ない理由(M.A.)
問22 外出先で会話の機会
問23(1)社会参加活動(M.A.)
問25(2)社会参加活動に参加していない理由
(M.A.) 
 
問24(1)暮らしのなかの楽しみ
問29(2)その楽しみ(具体的な記述)
問25(1)生存子の有無
問29(2)生存子の数
問26(1)行き来のある家族
問28(2)その家族の居住地
問25(3)その家族との連絡の頻度
問27(1)友人・知人の有無
問96(2)それはどなたですか。
問28 近所づきあいの程度
問29(1)近所の人に家事を頼むことへの 
抵抗感 
問31(2)抵抗感の理由
問30(1)緊急時の支援者の有無
問29(2)その種類
問31 正月を過ごした相手
問32 世帯収入(年)
問33(1)現在の収入(M.A.)
問32(2)主な収入
問34 経済状況
問35 自由記述
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